




 

 国立療養所下志津病院入院の Duchenne 型進行性筋ジストロフィー症患者 59

名を対象として、徒手筋力検査を施行した結果を集計し、筋力低下の自然経過

を調べた。頸部の屈曲と伸展、肩関節の内転と外転、肘関節の屈曲と伸展、手

関節の背屈と挙屈、股関節の屈曲と伸展、股関節の内転と外転、膝関節の屈曲

と伸展、足関節の背と底屈について検討した。股関節では、8～9才頃には筋力

はほぼ 3あるが、その後かなり急速に筋力は低下する。桔抗筋相互を比較する

と、屈筋が伸筋より、外転筋が内転筋よりも 1/2～1/4 段階上の筋力を保ってい

る。膝関節では、股関節よりも進行は緩徐で、拮抗筋を比べると、屈筋が伸筋

よりもほぼ 1/2 段階上の筋力を保っている。 


